「第9回オンライン・アフリカ講座」 開催のご案内（11/12）
会員及び関係者の皆様へ

平素より当協会の活動にご支援・ご協力を賜り深謝申し上げます。

「第9回オンライン・アフリカ講座」【WEB配信】のご案内を申し上げます。

当協会では、アフリカ諸国の情報を広く提供することを目的に、1960年発足以来、その主な事業活動として機関誌『アフリカ』を季刊発行し日本におけるアフリカ理解促進に努めて
おります。

上述の機関誌『アフリカ』にはアフリカの政治社会面でのトピックスを解説する

【アフリカ・ニュース解説】コーナーがあり、このコーナーに掲載したテーマについての
さらなる解説を、ご執筆者である片岡貞治先生に、「オンライン・アフリカ講座」として
ご講演頂いておりますが、今回はアフリカ・ニュース解説とは離れて、武蔵野大学法学部
政治学科准教授の中村宏毅先生に「TICAD9に関するいくつかの考察」とのテーマにてご講演頂きます。

来年8月に横浜で開催されるTICAD9を前に、本年8月には日本アフリカ閣僚会合が開催され、「革新的解決の共創、アフリカと共に」を合言葉に、未来志向の課題解決、若者と女性の重視、連結性や知のプ ラットフォームの活用という3つの視点を念頭においた議論が行われました。
他方、近年、中国やトルコを初めとする各国が、期待される将来市場としてアフリカとの外交・貿易・投資を戦略的に進めるために定期的な会合を開催しており、日本が対アフリカ開発の先駆者としてTICADを開催したその優位を如何に維持するかが求められています。今回中村先生には、TICAD9に関してTICAD8までの変遷を振り返り日本の取り得るアプローチを中心にお話を頂きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　記

日時　：2024年11月12日（火）午後14時より15時30分予定

場所　：オンライン方式（Zoom）

講演者：中村宏毅　武蔵野大学法学部政治学科　准教授

講演者略歴：別紙参照願います。 

テーマ：「TICAD9に関するいくつかの考察」
概要　：最初に、中国、ロシアおよび欧米諸国が関与を強めるアフリカが占めている地政学的
重要性を分析する。その後TICAD プロセス創設以来の変遷を振り返り、大まかな流れを把握する。さらに、1990年代以降の価値観を重視する外交とTICADプロセスの交錯を指摘し、来年に予定されているTICAD9に向けて、日本が取り得るアプローチを考察する。
参加人数：先着100名様

申込方法：このメールへの返信で【 企業名、氏名、部署名、タイトル、

　　　　　電話番号、e-mail 】を明記戴き、アフリカ協会事務局にお申込み

          下さい。

締切：2024年11月7日（木）までにお申込みをお願いいたします。

*************************************************

一般社団法人　

アフリカ協会　事務局

【講師略歴】
中村宏毅　：　（なかむら　ひろき）
学歴：2006年～2013年　パリ第一大学政治学部
学位：2004年　パリ政治学院修士　　　（国際機構論）
　　　2006年　パリ第一大学研究修士　（アフリカ研究）
　　　2013年　パリ第一大学博士　　　（政治学）
経歴：2007年12月～2010年12月　外務省専門調査員（在フランス大使館）
　　：2016年7月～2021年7月　　外務省任期付職員（在南アフリカ大使館）

：2022年4月～現在　　　　　 武蔵野大学法学部政治学科　准教授
　　
論文：2022年　日本の対アフリカ外交：オーナーシップ重視への変化
　　　2013年　昨今のサヘル情勢及び国際社会の対応
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ほか多数）
